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ー 合 に 対す る 血 債 


@ 血 債 と は : 傷害 や 殺人 ゆえ に 、 そ の 被害 者 ある い は 遺族 に 渡さ れる 財産 の こと で す 。 
⑯ ムスリム の 血 債 : 


ムスリム の 血 債 額 は せ 、 ラ クダ 100 頭 で す 。 も し その 値段 が 高 勝 し た 場合 は 、 そ の 代 奉 物 
の まだ 3 


ウマ ル ・ ブ ン ・ ア ル テ ハ ッ タ ー ブ プ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 彼 は 説教 台 
に 立っ て こう 言い まし た :「“・・・ 本 当 に ラク ダ の 値段 は 高騰 し た 。" そし て 彼 は (その 代 
奉 物 と し て )、 金 を 所 有する 者 に は 1000 ディ ァ ー ナ ー グ 、 銀 を 所 有する 者 に は 1200、 牛 を 
所 有する 者 に は 雌牛 200 頭 、 羊 を 所 有する 者 に は 羊 1000 頭 、 衣 服 を 所 有する 者 に は 衣服 
200 着 と 定め まし た 。 そ し て ズ ア ン ミ ー5 の 血 債 に 関し て は 、 血 債 の 高騰 に 合わ せ て 上 げ ま 
は AG し た Cl (アク デュ クー ツー ド と アル ョ パイ ババ ポー の 令 示 9 


@ 血 債 の 本 来 の 形 は ラク ダ で す 。 その他 の 種類 の 物 は 全て その 代替 物 に 過ぎ ませ ん 。 
@⑯ ムスリム 女性 の 血 債 の 額 : 

ムスリム 女性 の 血 債 の 額 は 、 男 性 の 半額 で す 。 
@ 債 の 法規 定 : 

血 債 は 加害 者 が 成年 で ある か 未成 年 で ある か 、 精 神 的 に 正常 で ある か 異常 で ある か 、 犯 
行 が 故 意 で あっ た か 過失 で あっ た か 、 加 害 者 が ムスリム で ある か そう で な いか 、 あ る い は 
犯行 が 直接 的 な も の で あっ た か 間接 的 な も の で あっ た か を 問わ ず 、 科 せら れ ま す 。 


夢 震 や 殺人 が 故意 で あっ た 場合 、 血 債 は 加害 者 の 財産 か ら 拠出 され ます 。 


一 方 故意 に 準じ る も の や 過失 で あっ た 場合 、 血 債 は 加害 者 の 男系 親族 相続 人 に 科せ られ 、 
その 支払 い 期 間 は 3 年間 と な り ま す 。 


1 訳者 注 : 1000 ディ ー ナ ー ル は 、 約 4250 g に 相当 し ます 。 
2 訳者 注 : ジ ズ ヤ 税 を 支払 い 、 そ の 諸 規定 を 遵守 する こと を 条件 に 、 イ スラ ー ム 法治 国家 に 居住 する ム ス 
リム 以外 の 啓典 の 民 あ る い は 非 ム スリ ム の こと 。 
3 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4542) 、 ア ル テ バ イハ キー (16171) 。 イ ル ワ ー ウ ・ ア ル テ 
ガリ ー ル (2247) 参照 。 
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ーー プ グー マク ワイン (人 に デップ チー の て 洒 上 の め れ ) 言い まし ん | クー の 爺 徒 (人 


に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :“・・・ そ し て 身内 を 殺さ れ た 者 に は 、 
2 つの 選択 肢 が ある : 賭 償 を させ る か 、 あ る い は (加害 者 に 報復 し て ) 殺す か ・・・”」( ア 


学 プ ヲ バ デー リー と ムスリム の 伝 拓 る 
ウー アウ クー ャ シラ イラ ( 伏 避 ア ッ ラ シー の と 満 上 あめ れん) に よん 0 ば ば 、 ク ザイ ル 内 の 次 人 洋 2 人 の 
一 方 が も う 片 方 に ( 石 を ) 抽 げ 、 そ の お 腹の中 に いた 胎児 を 殺し て し まい まし た 。 そ し て 


それ に 関し アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 、( そ の 賠償 額 を ) 男 
ある い は 女 の 奴隷 1 人 と し まし た 。 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 5) 


@ 記 典 の 民 (ユダ ヤ 教 徒 か キリ スト 教徒 ) の 血 債 の 額 : 

彼ら の 内 の 男性 の 血 債 は ムスリム 男性 の 半額 、 女 性 は ムスリム 女性 の 半額 で す 。 これ は 
生命 に 対す る 血 債 で あろ うと 、 あ る い は 器官 の 損傷 や 創傷 に 対す る 血 債 で あろ うと 、 ま た 
改 意 で あろ うと 過失 で あろ うと 関係 あり ませ ん 。 
@⑯ 族 典 の 民 以 外 の 非 ム スリ ム の 血 債 の 額 : 

彼ら の 内 の 男性 の 血 債 は ムスリム 男性 の 15 分 の 1、 女 性 は その 半額 で す 。 
@ 胎児 の 血 債 の 額 : 

その 母親 へ の 傷害 が 理由 で 流産 し た 胎児 の 血 債 は 、 奴 隷 男性 ある い は 奴隷 女性 1 人 で す 。 
その 額 は ラク ダ 5 頭 分 で 、 そ の 母親 の 10 分 の 1 の 血 債 額 に 相当 する こと に な り ま す 。 

また 奴隷 の 血 債 は 額 の 高低 を 問わ ず 、 そ の 値段 と な り ま す 。 
@ 事 改 に お ける 血 債 : 

車 の 衝突 事 逆 な ど に 関し て は 、 そ の 原因 が 運転 手 の 業 務 上 過失 で あっ た 場合 、 そ れ に よ 
っ て 生じ た 全て の 損害 を 保障 し な けれ ば な り ま せん 。 も し それ が 理由 で 同乗 者 が 死亡 し た 


場合 に は 、 そ の 血 債 と 央 俳 も 義務 付け られ ます 。 


一 方 正常 だ っ た タイ ヤ の 突然 の パン ク な ど 、 運 転 手 の 業 務 上 過失 に 起因 する わけ で は な 
い 交 通 事故 に よる 損害 に 関し て は 、 血 債 も 周 非 も 科 さ れ ま せん 。 


⑯ 血 債 が 科 さ れる 者 : 


セー アッ デル デブ プ バ ー リ ー. (6880)、 サ セー ブッ ムスリム (855)。 文 間 ば バス リバ の も の 。 
9 た と モッ グ アル ョ アン ハー リー (69040、 ぴ セー クッ ム ス ル 2 (II680) 。 半 は アル ョ ンー リー の も の 。 
ノ 


血 債 は 以下 の 3 種 の 者 の 内 の いずれ か に 科 さ れ ま す : 


1 一 加害 者 本 人 : 逆 意 の 殺人 の 際 に 、 和 被害 者 の 遺族 が 報復 刑 の 執行 を 免じ た 場合 、 血 債 は 
加害 者 本 人 の 財産 に 科 さ れ ま す 。 


2 一 加害 者 の 男系 親族 相続 人 : 故意 の 殺人 に 準じ る 場合 と 、 過 和 失 の 殺人 の 場合 で す 。 
3 一 イス ラー ム 国 の 国庫 。 
以下 の よう な 状況 に お いて は 、 債 務 や 血 債 は 国庫 か ら 拠出 され ます : 


1 ュー ムスリム が 債務 を 遂行 し な いま ま 死 亡 し た 場合 。 統 治 者 9 は それ を 国庫 か ら 拠出 し て 遂 
行 し ます 。 


2 一 故意 の 殺人 に 準じ る 形 か 過失 に よる 殺人 を 犯し た 者 で 、 そ の 血 債 を 負担 する 能力 を 備 
えた 協 系 親族 相続 人 が 交 無 で ある 場合 、 も し 加害 者 本 人 に その 能力 が あれ ば 血 債 は 彼 に 科 
され ます 。 し か し も し 加害 者 本 人 に も その 能力 が な い 場 合 は 、 血 債 は 国庫 か ら 拠 出さ れ ま 
天 


8 一 混雑 や ジー ジン 7 な どの 際 の 圧死 な どの よう に 、 加 害 者 が 不明 だ っ た り そ の 特定 が 不可 
朋 で あっ た りす る 場合 、 血 債 は 国庫 か ら 拠出 され ます 。 


4 一 裁判 官 が 恋人 の 参 秦 た 計 ナ る 莉 導 の 事例 を 取り 扱う に あたり 、 被 害 者 の 遺族 が 宣 碑 
せ ず 、 ま た 被疑 者 が 宣 材 を する こと に も 了承 し な か っ た 場合 、 統 治 者 が 国庫 か ら 被 害 者 の 
血 債 を 拠出 し ます 。 


5 一 統治 者 が その 職務 に 関す る 範囲 で 犯し た 過ち に お いて 科 さ れ た 血 債 は 、 国 庫 か ら 拠 出 
され ます 。 


@ イス ラー ム 法 に 基づく 国家 的 権威 が その 臣民 を 、 ま た は 父親 が その 子 を 、 あ る い は 教師 
が 子供 の 生徒 を 処罰 し た 際 に 何ら か の 傷害 を 従 ら せ て し まっ た 場合 、 そ れ が 節度 を 越え 
た も の で な か っ た 限り に お いて 、 彼 ら に は 何 の 南 任 も 問わ れ ま せん 。 


@ 齋 任 能力 の ある 者 を 雇用 し て 穴 を 掘ら せ た り 、 また は 木 に 飼 ら す せ た り する か ど で そ の 者 
が 事故 死 し て し まっ た 場合 、 雇 用 者 に 責任 は 問わ れ ま せん 。 


6 訳者 注 : イス ラー ム 法 で 裁く 統治 者 の こと で す 。 
7 訳者 注 :・「 タ ワー フ 」 は 巡礼 (ハッ ジ と ウム ラ ) の 諸 義 務 行 為 の 内 の 1 つ で 、 そ れ 以 外 の 時 に も 推奨 さ 
れ ま す 。 ア デア ッ ラー を 崇拝 する た め に カアバ 神殿 の 周囲 を 7 回 逆 時 計 回 り に 廻り ます 。 
9 訳者 注 : 詳 し く は 「!2 殺 人 の 種類 」 の 「② 故 意 の 殺人 」 の 項 を 参照 の こと 。 
り 


@ ズン ミー9 の 殺人 に 関し て : 


ズ イ ィ イン ミー で あろ うと 、 イ スラ ー ム 国家 と 安全 条約 や 体 戦 条約 な ど を 結ん で いる 非 イ ス 
ラー ム 国 の 出身 者 で あろ うと 、 ま た は イス ラー ム 国 に 一 定期 間 滞在 する 許可 を 得 て い る 者 
で あろ うと 、 殺 人 は 等 し く 禁 じ ら れ ます 。 そ し て 彼ら を 殺害 する こと は 以下 の 預言 者 ( 彼 
に アッ フー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 言葉 通り 、 非 常に 大 き な 罪 と 見 な され ます : 


安全 条約 を 結ん で いる 者 を 殺め る 者 は 、 天 国 の 香り を 吊 ぐ こと は な いで あろ う 。 そ し 
て その 和 硝 り は 40 年 の 距離 の 可 く か ら も 届く も の で ある に も 関わ ら ず 、 で ある 。」( ア ル テ ブ 
ハー リー の 伝承 19) 


@ 加害 者 が 他界 し た 場合 、 血 債 は どう な る か ? 


他人 を 故意 に 殺害 し た 後 他界 し た 場合 、 報 復 刑 は 失効 し ます 。 そ し て 被害 者 の 遺族 の 血 
債 に 対す る 権利 の み が 残 る こと に な り ま す 。 


9 訳者 注 : ジ ズ ヤ 税 を 支払 い 、 そ の 諸 規 定 を 遵守 する こと を 条件 に 、 イ スラ ー ム 法治 国家 に 居住 する ム ス 
リム 以外 の 盛 典 の 民 あ る い は 非 ム スリ ム の こと 。 
10 サ ヒ ー ブ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3166)。 


